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研究要旨 WHOでは麻疹の排除、風疹、CRSの減少、根絶を目指している。そのためには高

いワクチン接種率の維持とともに実験室診断によるサーベイランス体制の確立が必須であ

る。また排除の定義から、麻疹、風疹の流行株の起源の鑑別が重要になってくる。ベトナ

ムにおいては、麻疹、風疹の検査診断はWHOが標準法とするIgM ELISA法で行われている

が、遺伝子検出による診断技術はまだ十分に確立されていない。本研究はベトナム北部の

National Institute of Hygiene and Epidemiology (NIHE)と共同で、ベトナムにおける遺

伝子検出による診断技術、ならびに遺伝子解析技術を確立する事、そしてまた過去に採集

された検体からウイルス遺伝子を検出し、過去に流行したウイルスの変遷を調査する事を

目的としている。本年はNIHEを訪れ、ベトナムにおける麻疹、風疹の流行状況、検査技術

等を確認し、日本で用いている高感度の麻疹ウイルス遺伝子検出系の技術移転を図った。

また過去に採取された血清から検出された麻疹ウイルスの遺伝子解析の結果、近年の流行

株は遺伝子型 H1 のウイルスであるが、2007 年を境に異なる系統のウイルスが流行した可

能性が考えられた。 

 

A. 研究目的 

WHOは麻疹､風疹の排除を目指している。日

本､ 中国、東南アジア等が所属するWHO 西

太平洋地域(Western pacific region :WPR)

では 2012 年までに麻疹の排除を、2015 年

までに風疹症例数を人口100万人当たり10

例以下に、先天性風疹症候群(CRS)を 100

万出生数当たり 10 人以下にする事を目標

としている。WHO は麻疹排除の定義を「質

の高いサーベイランスが存在するある一定

の地域内において、常在する麻疹ウイルス

のよる麻疹の伝播が 12 ヶ月間以上ないこ

と」としており、麻疹の排除達成にはワク

チン接種率を高く維持し、症例数を減少さ

せるだけではなく、検査診断に基づくサー

ベイランス体制を確立する事を求めている。

さらに排除の最終段階では海外からの輸入

麻疹例が増加すると予想され、麻疹の原因

ウイルスがその土地に常在する株なのか、

あるいは輸入された株なのかの鑑別が必要

となる。また、解析されたウイルス遺伝子

の情報は、世界のウイルスの分布状況の把

握や伝播コースのトレースにも有用である。

麻疹ウイルス、風疹ウイルスはともに感染

力が強く、免疫が不十分なヒトにはたやす

く感染する。これはとりもなおさず、日本

での麻疹排除、風疹排除の達成には、周辺

国の流行が大きく関連する事を示す。本研



究はWPRにおける麻疹、風疹排除を推進す

るために、ベトナムにおける遺伝子診断技

術、解析技術の確立を目指している。 

 

B. 研究対象と方法 

・ ベトナムの麻疹、風疹に関する情報の

収集、遺伝子検出技術の供与 

ベトナムNational Institute of Hygiene 

and Epidemiology (NIHE)のDr. Trieu Thi 

Thanh Van、ならびにWHO Viet Nam office 

を訪れ、ベトナムにおける麻疹、風疹の

流行状況、検査状況を確認した。また、

日本で用いられている高感度の遺伝子検

出法の技術供与を行った。 

 

・ 過去に流行した麻疹ウイルスゲノムの

解析 

NIHEに 保管されていた2006年、2008年、

2009 年の麻疹 IgM 抗体陽性血清から

Qiagen Viral RNA mini kit RNA を用い

て RNA を抽出し、麻疹ウイルス遺伝子型

鑑別領域増幅用のRT-PCRを実施し、麻疹

ウイルスゲノムの検出を試みた。増幅さ

れた遺伝子の塩基配列を決定し系統樹解

析を実施した。 

 

C. 研究結果 

・ ベトナムの麻疹、風疹の流行状況 

ベトナムにおける麻疹は 2008 年から流行

の気配がみられ、2009年に全土にわたるア

ウトブレイクがあり約 5200 例の麻疹が報

告されたが、2010年 9月〜11月に1〜5才

の子供を対象とした全国的な補足的ワクチ

ン接種を実施したことから、2010年は1826

例、2011年は750例と減少している。2012 

年は12月までに450例が報告されている。

一方、風疹は2008年にはおよそ646例の報

告であったが、2009年、2010年と増加し、

2011年には7259例となったが、2012年 12

月までに120例前後と流行は収まりつつあ

る。また月齢12ヶ月未満の心臓、白内障、

難聴を持つ乳児を対象にCRSサーベイラン

スを行った結果、2011年では161例が、2012

年も9月までにおよそ300例のCRS児が確

認されている。麻疹症例報告数、風疹症例

報告数のすべてが検査診断されたわけでは

ないが、検査方法はWHOのプロトコールに

従い、発疹、発熱患者を対象にELISA 法で

麻疹IgM抗体を測定、陰性だった場合には

風疹のIgM 抗体測定を実施している。 

 

・ 過去に流行した麻疹ウイルスゲノムの

解析 

2006年、2008年、2009年の麻疹IgM抗体

陽性患者血清から RNA を抽出し、RT-PCR

法により麻疹ウイルスゲノムの増殖を試

みた。2006 年 6 検体、2008 年 17 検体、

2009年20検体から麻疹ゲノムの回収に成

功した。これらの塩基配列を決定し系統

樹解析を行ったところ、すべて遺伝子型

H1 型に分類された。また 2006 年と 2008

年、2009年の株は同じ遺伝子型H1でも異

なるブランチに属し、塩基配列で 450 塩

基中 10〜11 の変異があった。また 2008、

2009 年の流行株間の塩基配列の変異は 0

〜3であった(図１)。 

 

D. 考察 

麻疹、風疹はともに感染力が強いウイルス

性の感染症である。麻疹ウイルスは罹患者

に免疫不全を誘発し、およそ1/3が合併症

にいたる。特に肺炎、脳炎を合併した場合

は死亡率が高い。また風疹ウイルスが妊婦

に感染した場合、胎盤を通じて胎児に感染

し、出生する子供にCRSと呼ばれる障害を

もたらす事がある。一方、麻疹、風疹には



有効性、安全性にすぐれたワクチンが存在

することから、WHO は麻疹、風疹の排除を

すすめており、この計画は公衆衛生上、医

療経済上からも大きな意義を持っている。 

ベトナムでは麻疹ワクチンは

1982 年から導入されている.当初は接種率

が低く、麻疹の流行を制御できなかったが

1990年頃から90%以上の接種率を維持し、

また、2002年以降、数回にわたる大規模な

補足的ワクチン接種を実施した事から、

2003 年以降、麻疹は激減し 2007 年の麻疹

の発生率は人口100万人当たり0.2人にな

るまで減少した。しかしこの年にワクチン

が不足し、接種率が86% まで下がったため

か2009年には人口100万人当たり60人近

い麻疹発生率が報告されている。2010年秋

に大規模な補足的ワクチン接種を実施した

ことから、流行は収束に向かい2012年は、

人口100万人当たり5.5人の麻疹発生率ま

で減少している。今後、1期、2期のワクチ

ン接種率と数年に一度の補足的接種

(follow up campaign)が、麻疹排除に重要

であろう。一方、風疹は現在までワクチン

が導入されておらず、4〜5年のサイクルで

流行を繰り返している。2009年ごろから風

疹の流行のきざしがみられ、2011 年には

7000人を超す風疹が報告されている。これ

に伴いCRSを持つ子供の出生数も増加して

おり、2012年では三カ所の定点病院でサー

ベイランスを実施したところ 300 以上の

CRS 確定例が報告されている。現在、予定

を早めて 2013 年から風疹ワクチンを含む

ワクチン(MR or MMR ワクチン)の導入を計

画している。風疹予防の主たる目的は小児

への感染防御ではなく、妊婦への感染を防

ぎ、CRS の発生を防ぐ事にある。成人への

感染のコントロールはより困難であるが、

小児への高い接種率を維持し、風疹の流行

そのものを減少させることがCRSの予防に

重要となろう。 

前述のように2007年には麻疹の

発生率が人口100万人当たり0.2人にまで

減少した。2006 年以前と 2007 年以降の麻

疹ウイルスの違いは興味深い。過去の検体

からの麻疹ゲノムの検出、解析から、2006

年のウイルスと 2008 年以降のウイルスで

は同じ遺伝子型H1であるが、異なるブラン

チに属する事が明らかになった。2006年ウ

イルスと 2009 年ウイルスでは麻疹ウイル

スN遺伝子末端の遺伝子型決定部位450塩

基中に 10〜11 塩基、アミノ酸配列で 4〜5

アミノ酸の変化がみいだされ、異なる由来

のウイルスである可能性が考えられた。麻

疹の排除は「質の高いサーベイランスが存

在するある一定の地域内において、常在す

る麻疹ウイルスのよる麻疹の伝播が 12 ヶ

月間以上ないこと」と定義されており、排

除の最終段階では流行する麻疹ウイルスが

定着株か輸入株かの鑑別が必要となってく

る。遺伝子型別のみではウイルスの鑑別に

は不十分な事が考えられ、ウイルス学的、

疫学的により慎重に麻疹症例を観察する必

要があろう。 

容易に国外旅行ができる現在で

は、麻疹排除、風疹排除を達成し、その状

態を維持していくには、ある特定の国だけ

での排除達成では不十分で、少なくとも

WPR 等の様にある一定の広さを持つ地域か

らの排除が必要になってくる。事実、日本

においては麻疹症例が減少した 2010 年以

降、検出された麻疹ウイルスの大部分は、

疫学的、ウイルス学的に海外に由来すると

考えられるウイルスが検出されており、ま

たこれらが小規模なアウトブレイクを起こ

す事もある。国内の麻疹、風疹の排除達成

は国外、おもに近隣の状況と無関係ではな



い。特に中国､韓国、東南アジア等のように

人口が多い国の中心的な研究室と技術、情

報の交換等の緊密な連携とれる体制を確立

しておくことは今後も重要になると考えら

れる。 

 

E. 結論 

2009 年から再興したベトナムの

麻疹、並びに2011年に7000例以上報告さ

れた風疹の流行は、2012年は減少した。麻

疹排除の最終段階ではウイルスの由来の鑑

別が求められる。遺伝子型別より詳細なウ

イルス学的解析が必要な可能性が考えられ、

過去の検体からの流行した麻疹ウイルス遺

伝子情報を収集、解析することは、今後、

必要となるであろう。 
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H．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得  なし 
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